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場へむけて量産さ るあまたの品のなかでも特異な性質をもつ。すぐれて知的かつ文化的な生産物である書籍は、その本から提供される一般的情報の質や量以上にそれぞ の著者に固有 見解や筆致・文体といったも が重視されることが少なくない。読者は特定の作家、特定のジャンル、特定の装丁といったものに対して代価を













著しい市場規模の縮小にともなって、町場の小さな書店の廃業、卸売業者の経営破綻や統合など大きな変化に見舞われている。こ ような状況下の日本出版業界では近年、これまでの「伝統的」書籍流通システムが次第 突き崩されつつあり、その結果もたらされ得る出版ビジネ の構造的な変容が議論を呼んでいるのである。　
従来わが国では、 「取次」とよ
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れば、現在のイランにおける書籍出版の規模は表１ とおりである。イラン暦一三九三年（二〇一四年三月～二〇一五年三月） 一年間に、 イランでは七万二八七七点 （タイトル）の書籍が出版され、発行部数は一億五〇〇〇万部あまりにのぼる（ 『全国統計年鑑 三九 』 。ただしここには定期刊行の雑誌類は含まれない） 。発行点数（重版の書籍も含む）の内訳を見ると、「応用科学」分野の出版物が最も多く、次いで「児童書」 、 「宗教」と続く。発行点数と発行 から単純計算するに、一タイトルが平均二〇〇〇部前後刷られているとになる。　
参考のために、日本の出版状況
をあわせて紹介してお 『日本国勢図会二〇一六／一七年』によ
























計（日本 2014 年） 80,954 1,205,470
（出所）参考文献②、③。
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ら許可を得なければならない（したがって表１に計上され いる数字は同省の認可書籍に関するものである） 。本の内容 よっては検閲後に修正や部分的削除の指導がなされる場合がある。そのため出版社はまず提出用の非売部数を作り、許可が下りたのちに刊行する。省内の検討体制は多数の専門 野ごとに分かれている。　
上記のような許認可業務に加え






点数、部数にのぼるのか正確な数字は不明である。出版関係者によれば、出版される書籍全体からみると大きなシェアとはいえないが、買い上げ対象に選ば た場合にはそれによって十分にコストが回収できるため、個々の 社に っての経済的な影響は小さくない。その一方で官僚と出版社 間の人脈などが選定プロセスに影響するため、選定基準には不透明な部分があるとの批判も聞かれる。　
またかつてはイスラム文化・指



















立を義務付ける専門分野ごとの業者団体 、営業許可申請 どの窓口となる。しかし一般に事業者の流動性が高いイランにあって、上記の出版社・書店組合にも加盟しない出版社も少 くない。　
ほとんどの出版社は大都市に集
中し、かつイランにおけ 出版事業の中心は首都テヘランであ定期刊行物の出版地としては、テヘランがその他の地方全体のおよそ二倍（点数）に ぼり（参考文献②、七一九ページ） 一般書籍に至ってはテヘランが点数で三倍




呼ばれる卸売業者 介在する（日本の取次とは機能が異なるため本稿では現地の呼称を用いる） 。パフシュは上記の組合とは別にパフシュだけの業者組合を持つ イランのパ 日本 取次 異なりきわめて零細な企業群であり、それぞれが専門の分野の書籍卸販売に従事している。したがってこれまでパフシュ 寡占状態が出したこともない。聞き取りを行った書店のひとつは、専門領域 異なる三〇社ほどの と恒常
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的な取引があった。出版・卸売・小売がそれぞれきわめて限られた規模の営業を行っている一方で、例外的にこれらすべ の業務を行う企業もある。　
ちなみにイランでは古書と新刊





的な書籍流通の様態は図１のとおりである。出版される新刊書全体は、書籍流通市場とは部分的に重なっている。新刊書のなかには、上述したようなイスラム文化・指導省による買 上げ部分が含まているほか、個人の自費出版など当初から市場の流通網にはのせない非売品扱いの出版物が少 からず含まれている。非売品扱 書籍のなかには、この に主として政府系の研究機関や官公庁などが、関係各機関への無償配布を目的に発行する書籍の類が含まれるが、イスラム文化・指導省の許認
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店の販売契約の形態に注目してみたい。出版社とパフシュ、書店の間に取り交わされる契約には、大きく分けて、委託販売と買い取り販売 ふ つ 形態があ 。このいずれの形態が適用されるかは、本の種別によって決定されるこが多い。通常、委託販売されるのは一般書や小説などであり、買い取り販売されるのは専門書や大学の指定教科書、評価の確立した良書などである。委託販売 場合、売れ残りの書籍は返本が可能である。これらは事例により一カ月から一年くらい 間 店に置か たのち（書店が買い取ることもあるが）出版社に返さ る。返本書籍は出版社もしくはパフシュが回収することになっている。 り販売の場合はも ろん返本は認められない。売れ残りと判断されたものは再生紙加工用 売却され　
委託販売と買い取り販売のいず
れの場合にもパフシュが介在する。
経路上の一般的な利益配分を見ると、書籍一冊の価格のうち、一〇％前後をパフシュ、三〇％前後を書店が取り、残り 部分が出版社に渡る。ちなみにこ 比率は二〇〇三年時点よりも出版社に厳しい内容になっているが 個別の業者によって一定程度の幅がある数字と考えられ、一概に条件 悪化したとは判断できない
⑽。委託販売
の場合、書籍が売れると月末締め翌月支払いで現金もしくは一、二カ月の約束手形で決済するのが一般的といわれる。一方買い取り販売の場合には、やはり約束手形を用いた決済（パフシュは出版社に対して八、九 を切り、書店はパフシュ 対して五、六カ月の約束手形を切ることが多い）が行われる（参考文献①、九〇ページ） 。　
これまで述べてきたとおり、イ
ランの書籍流通市場では主力となるアクターである出版社・パフシュ・書店がいずれもきわめて零細な規模で営業しており、市場支配力をもつ寡占企 は存在しない。一方でこの零細な企業群が日本の出版業界に肩を並べるほどの点数を刊行して市場 を拡大 つつあることの背景の一 として、イ
エンゲラーブ通りの本屋にて（筆者撮影）
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でいる新刊書はすべて、書籍本体に価格が明示されている。これはイスラム文化・指導省によって価格の明示が出版社に義務づけられているためであり、書籍の再販制実施に冷淡な日本の行政とは対照的である。これは出版社 小売価格を指示し 「再販価格」であるといえるが、契約内容 いかなるものであるか よってこの再販価格に対する拘束力は異なっていることに注意したい。　
委託販売の場合、価格はいわゆ
る確定再販価格で、出版社が指定した価格を書店が遵守しなければならない。ただし確定再販価格を書店がどの程度まで遵守しているかを、出版社がモニタリングすることは難しく、また書店がそれ異なる価格で販売 場合のペナルティなども課されない。実際には、他の何点 の 籍と一括購入する客に対して、しば ば割引販売がなされる場合があることなを勘案 れば 書店は利潤配分率に鑑みて適正な純益 得られ 範
囲内で価格を操作するものと推測できる。　
一方買い取り販売の場合、価格
設定は原則的に書店にまかされている。もっとも、契約上の拘束力がないとはいえ、書籍に印刷された価格によって販売されることが多い。店頭にある書籍のほとんどが出版社からの買い取りだという一書店主の談によれば、新刊本については一般に本の裏表紙に明記された再販価格が遵守さ のが業界の慣行であり、 「まともな本屋であれば高く売るようなこ はしない」という。　
ここで注目すべきは、じつはイ
ランで再販価格が設定されているのは「廉売」を防ぐ目的ではなく、むしろ本が不当 高値で市場に出回らないようにするためだ点である。書籍本体に価格が印刷されていれば高値販売には消費者の抵抗が期待でき、 イスラム文化・指導省が価格の明記を義務づけている趣旨もこちらにある。新刊書として店頭に並んで る書籍のなかには、本体に価格表示 ないものや、価格表示があっても上から価格が書き換えられているものも散見される。前者は価格明示が義務づけられるイラン革命以前 発
行されたもの、後者は出版から長い期間を経て、当初指定された再販価格がすでに経済の実勢にそぐわなくなったものを 訂正して販売しているとみることができる。　
以上のように、委託販売と買い









ような強力な取次 存在せず、したがって仕入れや在庫管理は書店の責任とイニシアティブによって行われている。流通する書籍の少なくない部分は買い取り販売であるが、前述 とおり日本とは違って書店の専門化が進んで るため不良在庫を抱えるリスク か り小さいといえる。また書店主の自己裁量による柔軟性が認められるとはいえ、再販制そ ものはおおむね維持されて ことも興味深い。　
以上を要約するに、書籍という
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 形式的にはいわゆる「定価」似ているが、小売店の店頭で商品の価格が値札や価格ラベルなどによっ 明示されて る場合でも、それが生産者 よって決定・指示された でないものは再販価格ではない。
⑶







 二〇一四／一五年時点で、 スラム文化・指導省管轄の公共図書館は全国三一州に三二〇一カ所設置されている（参考文献②、七二一ページ） 。
⑺
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